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A3：

図面番号 図 面 名 称

図面リスト１L-001

意匠図

図面リスト FREE

FREE

L 001

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

建築工事特記仕様書（１）

建築工事特記仕様書（２）

建築工事特記仕様書（３）

T-001

T-002

T-003

D-001

D-002

D-003

D-004

D-005

D-006

仮設計画図（1）

仮設計画図（2）

最終配置図

既存西門詳細図（撤去）

流し、ごみ置場、町会倉庫詳細図

外構サインプロット図、意匠図

案内図・現状配置図 G-001

G-002

G-003

G-004

G-005

G-006

G-007

G-008

G-009

G-010

G-011

G-012

G-013

G-014

G-015

G-016

G-017

G-018

G-019

G-020

G-021

G-022

G-023

G-024

G-025

G-026

G-027

G-028

G-029

G-030

G-031

G-032

G-033

G-034

G-035

土地利用計画図

計画高平面図（１）（全体図）

計画高平面図（２）（第３工区・第４工区）

計画高平面図（３）（第５工区）

敷地断面図

敷地部分断面図（１）（第３工区）

敷地部分断面図（２）（第３工区）

敷地部分断面図（３）（第４工区）

敷地部分断面図（４）（第４工区）

敷地部分断面図（５）（第４工区）

敷地部分断面図（６）（第４工区）

敷地部分断面図（７）（第４工区）

敷地部分断面図（８）（第４工区）

標準断面図（第５工区）

雨水排水平面図（１）（全体）

雨水排水平面図（２）（第３工区・第４工区）

雨水排水施設構造図（１）

雨水排水施設構造図（２）

舗装平面図（１）(第３工区・第４工区）

舗装平面図（２）（第５工区）

付帯施設平面図(第３工区・第４工区）

L型擁壁詳細図(第４工区）

間知ブロック積擁壁詳細図(第４工区）

舗装付帯施設構造図

グラウンド計画高平面図(第３工区・第４工区）

グラウンドメッシュ高平面図(第３工区・第４工区）

グラウンド舗装平面図(第３工区・第４工区）

グラウンド暗渠平面図(第３工区・第４工区）

雨水管路一覧表・自由勾配側溝縦断面（１）（第３工区）

雨水管路一覧表・自由勾配側溝縦断面（２）（第４工区）

通用門詳細図（新設）

仮設計画図（3）

仮設計画図（4）

KK-001

KK-002

KK-003

KK-004

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）
【大久保小学校外構整備工事】

道路整備図

道路整備図構造図

外構撤去平面図（第４工区）

敷地外周撤去復旧詳細図（1）（第４工区）

敷地外周撤去復旧詳細図（2）（第４工区）

M-001

M-002

E-001

E-002

E-003

E-004

E-005

E-006

E-007

E-008

E-009

E-010

E-011

E-012

E-013

構内配電経路図

構内通信経路図

放送設備　系統図

放送設備　機器姿図（１）

放送設備　機器姿図（２）

防犯カメラ設備　機器姿図・系統図

インターホン設備　系統図・機器姿図・システム図

M-003

M-004

M-005

散水設備、排水設備　平面図

散水設備　詳細図（参考図）

排水設備　流末接続詳細図

排水設備　屋外撤去図（1）

排水設備　屋外撤去図（2）

電灯分電盤負荷リスト（参考）

電灯設備　ピット階平面図（参考）

電灯設備　１階平面図（参考）

放送・防犯カメラ設備　ピット階平面図（参考）

放送・防犯カメラ設備　１階平面図（参考）

インターホン設備　１階平面図（参考）

G-036 旧プール基礎撤去図（第４工区）

M-006 給水・消火設備　屋外撤去図KK-005 仮設計画図（5）



※　敷地境界線及び道路境界線の境界標復元について、有資格者による基準点からの

〇

※
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工事名称

A1：

A3：

建築工事特記仕様書（１） Non

Non

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

                            　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 (1.4.2)

　　性能を有するものとする。
(2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

　　とする。

　　使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職
　　員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限り
　　でない。
　　　①品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　　　②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　　　③安定的な供給が可能であること
　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　　　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること

(4) 本工事に使用する材料のうち、(5) に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項

(5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料
　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、防水剤、錠前類、
　　クローザ類、自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、現場発泡断熱材、フリーアクセス
　　フロア、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、
　　鋳鉄製ふた、グレーチング、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、床型枠用
　　鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、重量
　　シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト

(1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び
9.材料の品質等

(3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法

現場常駐報告書を提出すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 (1.5.2)10.技能士

工事名称：

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

適用工事種別 技　能　検　定　作　業
仮設工事 とび作業
鉄筋工事 鉄筋組立作業
コンクリート工事 型枠施工 コンクリート圧送工事作業

構造物鉄工事作業 とび作業鉄骨工事
コンクリートブロック、
ALCパネル、
押出成形セメント板工事

コンクリートブロック工事作業   
ALCパネル工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業　
ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　

セメント系防水工事作業
改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業
FRP防水工事作業 シーリング防水工事作業
石張り作業
タイル張り作業
大工工事作業
内外装板金作業
鋼製下地工事作業
左官作業

アスファルト防水工事作業

防水工事

金属工事
左官工事

屋根及びとい工事
木工事
タイル工事
石工事

建具工事
ビル用サッシ施工作業
自動ドア施工作業
金属製カーテンウォール工事作業

カーテンウォール工事
ビル用サッシ施工作業
建築塗装作業塗装工事
カーペット系床仕上作業
プラスチック系床仕上げ工事作業
ボード仕上げ工事作業

内装工事

排水工事 建築配管作業
溶融ペイントハンドマーカー工事作業　
加熱ペイントハンドマーカー工事作業

舗装工事

造園工事作業植栽工事

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇 内外装板金作業　

ガラス工事作業

ガラス工事作業

壁装作業

　 濃度測定
・施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測定し、報告すること。　　  (1.5.9)

　測定はパッシブ型採集機器により行う。
　着工前の測定　　　
　測定対象室

行う行わない、
図示、

〇
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11.化学物質の
　　　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン
　　　パラジクロロベンゼン(用途が学校の場合、上記項目に追加する。)

完成検査後に以下の技術管理課メールアドレスに電子データで提出しなければならない。
受注者は｢県内生産品使用状況調査票｣を作成し工事完了時に監督職員に提出するとともに、

電子成果として提出することとする。
「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン」に基づき、その他フォルダに保存し、

　メール送付先：kensanhin@mz.pref.chiba.lg.jp
なお、監督職員への提出にあたっては、この特記仕様書の完成図等に含むものとし、

21.県内生産品

　 指定対象工事
本工事は、低入札価格調査制度調査対象工事(以下「調査対象工事」という)に該当した
場合は、千葉県建設工事検査要綱（検査の区分を規定）及び中間検査実施細則（中間検査
実施区分を規定）の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目、または地域

・回数　　：（　　　）回

　1) 調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として

　　 職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。
　2) 中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を
　　 行うが、給付の対象としない。

　　 2ケ月に1回、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は監督

22.中間検査

23.中間検査の

24.創意工夫等
社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式
により提出することができる。

〇・設計図CADデータ　：　　貸与する、　　貸与しない25.設計図CAD

（1）本工事は、電子納品の対象工事である。26.電子納品

　　 1月」（以下、「ガイドライン」という。）に基づいて行う。

　　 から発行される「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」を、携行すること。
（2）工事完成検査時には、（公財）千葉県建設技術センター（以下、センターという。）

　 提出図書等
27.完成時の 工事完成時の提出図書等は以下のものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.8.1～3)

　 　電子納品は、「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】令和4年

（4）「ガイドライン」の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議の上で決定すること。

（3）工事完成検査後は、速やかに、電子媒体1部と「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」
　　 をセンターに送付すること。またその後、センターから発行される「千葉県電子媒体
　　 （副本）受領書」を監督職員に提出すること。なお、電子成果品は工事請負契約書
　　 第45条の対象とし、電子データに不備が確認された場合は、受注者は修正作業を行わ
　　 なければならない。

　　ならない。
　　貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用しては　 データ

●

●

塩化ビニル系シート防水工事作業

● ●

● ●

●

●

● ●

●

完成図面
図面（A1版）見開き製本

部数

サイズ
　A4 版
　　 版

仕様

　 部〇
〇

〇
 1 部

提出図書等
図面（A1版）折りたたみ製本●

●
●

キャビネ判
完成写真

保全に
関する資料

－
 2 部

 3 部

　 部

　 部

　 部

　 部

〇

〇

〇

〇
〇  1 部

工事関係図書 本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

電子成果品 電子納品による

●

●
●

●

●

●
●

　2 箇所
撮影箇所

〇
●

● 　 部CADデータを記録した電子媒体(CD-R等)
(● JWW_CAD､　● AutoCAD､　● DXF ・　　　　）

（作図を含む）
●

●

 3

●

●

　1.工事場所

　2.敷地面積

　3.主要用途

　4.建物概要

Ⅰ.工事概要

　5.工作物、外構等

 階数 建築面積(m2) 延べ面積(m2) 構造 備考建物名称

15,216.73

学 校 、 児 童 福 祉 施 設 等

千 葉 県 習 志 野 市 藤 崎 ６ 丁 目 ９ 番 ２ ８ 号

㎡

一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

○

 1
 3

 　部

　測定数値が厚生労働省指針値を超えた場合は、換気後再測定し報告書を提出すること。
　測定箇所数 図示、〇 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に、「その日の
　うち（24時間以内）」に回答するよう対応することである。
ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、
回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。
　1)　受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら
　　　施工すること。
　2)　受注者は工事施行中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較
　　　照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて
　　　監督職員へ報告すること。

　 レスポンス

　 取合い
設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを目的と
　する「工事関係者連絡会議」を設置すること。
・発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力す
　ること。

コンクリート圧縮試験及び鉄筋の引張等試験については、公益財団法人千葉県建設技術
センター等の試験機関で実施すること。

　 違法運行の防止
工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。
　1）積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　2）さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　3）過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受けるなど、
　　 過積載を助長することのないようにすること。
　4）取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等

　5）建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者及び骨材等納入者の
　　 を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

　　 利益を不当に害することのないようにすること。
　6）以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

12.ワンデー

13.材料試験

15.設備工事との

16.安全対策

17.過積載による

14.発生材の処理 別記-1による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.11)

・受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と、円滑な工事施工を図る
　こと。
・建設機械は、排ガス対策車及び、低騒音型を使用すること。
・特定粉じん排出等作業（法定外建築物・作業を含む）は、「建築物の解体等に係る石綿
　飛散防止対策マニュアル」に基づき施行する。
・本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。

　対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督員の指示により協力しなければならない。

18.環境対策

・受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等を

20.施工図等の取扱 　　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

19.工事現場管理
トラック、ダンプカー等を工事現場に立ち入らせないこと。
受注者は、工事の施工にあたっては、不法・違法無線局（不法パーソナル無線）を設置した

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく
　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び

　こと。」）に留意すること。
　容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配慮されている

●

●

●

●

●

●

●

●

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３
　
土
　
工
　
事

1.埋め戻し
　及び盛り土 ※〇 〇

〇        　　建設汚泥から再生した処理土  G

　処理
2.建設発生土の

3.山留めの撤去
〇

〇
〇

山留めの存置（　　図示、　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　
※鋼矢板等の抜き後の処理（　　直ちに砂で充填する、　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.3)

種別　　　　A 種、　　　B 種、　　　C 種、　　　D 種

　千葉県条例に基づく「建設発生土管理基準」及び「建設副産物処理基準」（別記-1）に
　基づき適正に処理すること。

　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (3.2.3)(表3.2.1)

　 　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (3.2.5)
構外搬出適切処理（別記-1による）

〇 〇構内指示の場所に敷き均し、　　構内指示の場所に堆積、　 （ 　　　　　　　　　　）

●

●

〇

　　鋼板敷き（長さ6.0m、幅1.5m、厚さ22mm、　　　枚）

配置人数　：（　　　　）人

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 (2.2.4)

また、別紙2「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅
木の機能を有する足場とすること。

手すり先送り方式は不可とする。

21年 4月）により、手すり先行工法の種類は、別紙1「手すり先行工法による足場の組み立て

なお、別契約の関係業者がある場合は、当該業者に無償で使用させること。

枠組足場の設置に当たっては、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省　平成

等に関する基準」の2(2)手すり据置き方式、又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

〇

〇
〇

4.仮囲い等

5.仮設通路

6.交通誘導員

7.仮設足場

〇※仮囲い　　成型鋼板（H=　　  m、L=　　  m）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出入口　　シートゲート　　（W=　　　　m、H=　　　　m）
　　　　　キャスターゲート（W=　　　　m、H=　　　　m）

●
●

●

●

●

●

図示による。　　　　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　（　　　　　　　　　　）図示による。

（　　　　　　　　　　）●

（　　　　　　　　　　）● 図示による。
配置期間　：（　　　　　　　　　）
配置場所　：（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）● 図示による。
（　　　　　　　　　　）● 図示による。

●

〇※構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）3.工事用電力● ※〇

　2.特記仕様

Ⅱ.建築工事仕様

　　3）特記事項に記載の（　　）内表示番号は標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　1）項目は、●のついたものを適用する。

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

1.適用基準等

建築工事安全施工技術指針　（平成27年）
建設工事公衆災害防止対策要綱　（令和元年）
千葉県福祉のまちづくり条例　施設整備マニュアル　（平成28年）

〇

〇 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（国営整第211号　平成29年3月1日）

営繕工事写真撮影要領　（令和3年）

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

　　4） G 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12 年法律第100 号)」に基づく
　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和3年2月19日変更閣議決定）」に定める判断の基準を満たす

　　　（令和3年版）一般社団法人　公共建築協会」による。
　　5）建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項については、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説

　1.共通仕様

　　　図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書による。

※○

　　　　ものを示す。

　　2）特記事項は、●のついたものを適用する。（　 及び〇は適用しない。）

●
●
●
●
●
●
●

●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　の登録
2.工事実績情報

（CORINS）に、基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員の
確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続きに
より登録するとともに、登録内容確認書の写しを提出する。　　　　　　　　　　　　(1.1.4)

本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万以上となる場合には、工事実績情報システム

　　1)　工事受注時　　　　　契約締結後10日以内
　　2)　登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内
　　3)　工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

3.電気保安技術者 〇 〇

　工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第三条に定める
　工事管理者（　　　　　　　　）の任命する監督職員の指示に従い保安業務を行う。

自家用電気工作物、　　 一般電気工作物　　　               　　　　　   　　 (1.3.3)
　ただし、自家用電気工作物の場合は1.3.3の他、次によるものとする。

●

○

4.工事電力設備の
　保安責任者 使用区域を変更しようとする場合において保安監督者（電気監督職員）に「自家用電気

工作物使用区域変更届書」を提出すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.3.4)

工事用電力設備の保安責任者は千葉県自家用電気工作物保安規程第二十六条第３項により●

● 5.保険 本工事の完成引渡まで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険その他の保険
に附すること。

　2)　保険金額　　請負代金全額
　3)　保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

　1)　被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に
提示すること。

※6.設計GL 〇図示、　　 設計GL = 現状GL●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.3.5)7.施工条件●

　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板､壁紙、接着剤、保温材、
　　　緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　4)　1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアル
　　　デヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

　2)　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　使用する。
　3)　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1.4.1）

(2) 設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、「規制対象外」とは

　　材料を指す。

　　　発散建築材料以外の材料
　1)　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　2)　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　3)　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
　4)　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの
　　　放散量｣の区分に応じた材料を使用する。

8.環境への配慮

　　次の 1) 又は 2)に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の3) 又は4) に該当する

(1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると
　　共に、次の 1) から 4) を満たすものとする。
　1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、

●

○

配慮すること。
学校運営に影響が出る工事については、事前に工事内容、工事範囲、影響度合い及び対策等を整理し、

振動及び騒音を伴う工事においては、学校運営、近隣施設及び近隣住民等への影響が最小となるように

監督員並びに学校との工程調整を行い、学校運営等に極力支障がでないよう計画すること。

1.

2.

工事の進捗状況（工事内容及び工程表等）並びに学校関係者利用エリア・動線を既存校舎側の
わかりやすい位置に掲示すること。
学校等の要望により施工条件に変更が生じる場合は、協議を行い出来る限り協力すること。
また、学校行事等により短期の施工不能日が生じるため、その際には協力すること。

3.

4.

5.

 3

　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　年版」（以下、「標仕」という）令和4

建築工事標準詳細図　（　　　年）

令和4
令和4

令和4公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　（　　　年）
建築物解体工事共通仕様書　（　　　年）
公共建築木造工事標準仕様書　（　　　年）

令和4

〇

〇

 50箇所

〇

〇※

４
　
地
業
工
事

7.砂利地業
・材料　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.2)

〇

　　　60㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・砂利厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.3)

・施工範囲　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.3)
　　　基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下
　　　図示による

〇

8.捨コンクリート
　地業 ・捨コンクリートの厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)

　　　50㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下
　　　図示による
・設計基準強度　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)(6.14.1)
　　　18N/㎜2、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・施工範囲　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)(6.14.1)

・スランプ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6.4)(6.14.1)
　　　15㎝又は18㎝、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇※

※○

※○

　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利又は切込砕石

●

●

●

●

●

●

●

●

●

図示による。

図示による。

図示による。

５
　
鉄
筋
工
事

1.鉄筋

2.溶接金網

・鉄筋の種類等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)

SD345

種類の記号 呼び径(㎜)

〇
〇
〇

備考
D16以下、
D19以上、

〇
〇

・鉄線の形状等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.2)

溶接金網
種類

鉄筋格子

種類の記号

3.鉄筋の継手
・継手方法等　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)(5.5.2)(5.6.3)

呼び径(㎜)部位
ガス圧接、　　機械式継手 D19以上
溶接継手

重ね継手、　　ガス圧接
重ね継手、

重ね継手、

継手方法
〇
〇
〇
〇 〇

〇

〇

〇

〇

・継手位置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）〇
　　　基礎梁主筋の継手位置図　　　　図5.2、　　図5.3、　　図5.4〇 〇 〇
　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇

　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｲ)表3.1）
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｳ)）

・耐力壁の重ね継手の長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)

・柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)

　及び定着

・鉄筋の定着長さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.4)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(2)）

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）
〇

　厚さ及び間隔
　(溶接金網含む)

・最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.5)
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）表4.1）

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）
〇

・柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無　：
　　　あり（主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する）〇

〇　　　あり
　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　最小かぶり厚さに加える厚さ　（　 　　）㎜

　　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）　：

※○

※○

4.鉄筋のかぶり

網目寸法、鉄線の経 (㎜) 使用部位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
基礎、耐圧スラブ、土圧壁
上記以外（　　　　　　　　　　　）

〇

〇
〇

※○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.3.7)5.各部配筋
・各部配筋　：

SD295

●

●

●

●

●

● ●※

●

●

●

●

●

● ●

※

1.コンクリートの
・コンクリートの類別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.1)

　　　Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)
　　　Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・普通コンクリート　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.2.1～6.2.4)
気乾単位容積スランプ質量

18

適用箇所

24

〇

〇
2.3程度

設計基準強度 

・構造体強度補正値　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.2)

※

〇※

〇

〇

2.セメント
・種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)
　　　普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
　　　フライアッシュセメントA種

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、
　　　　　水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で 402J/g以下のものとする
　　　高炉セメントB種 G　〇

〇

〇

　　　フライアッシュセメントB種 G

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇※

〇 〇　　　適用個所（　　 1FLより下部（立上り部含む）、　　　　　　　　　　　　　）

　　　適用個所（　　 下記以外全て、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

(N/㎜2)
15又は18
(㎝) (t/m3)

　　　適用個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　適用個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　種類等

　　　・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」による

●

●

●

〇

○

〇
〇

●

●

●

●
●

●
●

●

※

 全て。

　　　図示による

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇
〇

●
●

〇
〇
〇

〇

001Ｔ

※　完成図、完成写真の著作権等による使用制限は発生しないものとする。

工事監理事務所、施設管理者、受注者）による施設点検（不具合の有無を確認し、その処理に
28.施設点検

ついて協議）を行うので、当課からの依頼により施設点検に立会い協力するものとする。

本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、1年目及び2年目に関係者（施設再生課、●

１．工事中に地震があった場合の安全確保と対応等について、現場員への周知、

　　確認を徹底すること。

２．工事中に地震があった場合の地震後における作業の再開及び工程管理について

    は、地震発生後、速やかに監督職員に連絡をして対応方法の指示を受けること。

    ただし、現場において緊急対応しなければならない状況が発生した場合や、

    別途明確な基準がある場合等はこの限りではない。

    なお、引き続き作業を進めることとした場合は、現場の安全点検を確実に実行

    した後に続行すること。

※　工事期間中又は工事竣工後以降にかかわらず、当該工事に関連して習志野市における

    工事監査や会計検査院による実地検査の対象となった場合は、受検時の立会い並びに

　　質疑の回答について協力するものとする。

※　下請契約の金額を問わず施工体制台帳の作成・提出をすること。

※　下請業者を含め社会保険等に加入すること。

※　外国人就労者を使用する場合は、関係法令を遵守すること。

校内（校舎及び敷地内）は禁煙とする。

　 への対応

※　工事は設計図書に従い施工する他、設計図に明示のされていないもので工事の性質上

　　当然必要なものは、監督職員の指示により行う。なお、請負者は施工前及び施工途中に

　　おいて設計図書を照査するものとする。

※　作業前後で道路状況を含め周囲の写真を撮ること。

　　また、道路及び工事車両の搬入口等破損した場合、請負者負担で現況復旧を行うこと。

※　請負者は工事に伴う道路占用許可、交通規制の一時解除の協議、環境（騒音・振動

　　・ほこり等）対策、工事中の消防計画の届け出等関係法令に照らし、必要と思われる

　　手続きを行い、工事完了時までに、所定の様式により提出すること。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

29.施工管理

30.現況復旧

31.関係法令の遵守

32.検査協力

33.施工体制

34.社会保険等

35.外国人就労者

36.喫煙

37.大規模な地震

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

門廻り整備、雨水排水、舗装、グラウンド整備、放送設備、散水設備工事

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）【大久保小学校外構整備工事】

○● ３
○ グラウンド整備完了時×2回、道路拡幅整備完了時・実施時期：（　　　　　　　　　　　         　　　　　         　　    　　　）

※　道路縦断図を作成し、提出するものとする。

・防球ネット設置工事・植栽及び遊具設置工事等）と工程及び安全対策等に調整を図ること。
大久保小学校屋内運動場改築工事に関する各受注者（電気設備工事・機械設備工事・ガス設備工事　

習志野市開発指導要綱を遵守すること。

敷地内における資材置場及び工事関係車両の駐車場所については、仮囲い範囲内とすること。
また、敷地外の駐車場については、受注者にて確保すること。
工事で発生する騒音や粉塵等を防止するため、仮設材の選定・粉塵対策用散水設備等について十分検討し、
監督員と協議すること。
雨水排水設備工事及びその申請については、習志野市指定工事店が行うものとする。また、

大久保小学校屋内運動場改築工事の各受注者より、建築工事にて用意した仮設物及び揚重機等を使用
したいと申し出があった場合、無償にて貸し出すこと。また、揚重機については操縦者も工面すること。

汚水排水設備工事（別途工事）とあわせて申請する必要があるため、別途工事の受注者と調整すること。

6.
7.

8.

9.

10.

また、グラウンド（第3工区・第4工区）について、諸官庁手続き・検査受検後、令和8年8月31日までに
引き渡すこと。

● 38.境界標の復元

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

1.監督職員事務所２
　
仮
　
設
　
工
　
事

〇 〇 〇 〇〇

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 (2.3.1)

〇※ ※構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

・監督職員用のスペース　：

・備品等の種類及び数量
　　　書棚、　 図面架、　 見本棚、　 机及びいす、　　更衣ロッカー（　）、

　規模(㎡）：　　10程度、　20程度、　 35程度、　65程度、　100程度、　 （　　）程度

　　　ゴム長靴（　）、　　雨合羽（　）、　 ヘルメット（　）、　　墜落制止用器具（　）

2.工事用水

●

● ● ● ● ●
● ● ● ●

●

●

    復元作業とすること。



・　図示による

 '22･04･　

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

株式会社　教　育　施　設　研　究　所

東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＯＦＦＩＣＥ　ＢＲＡＮＣＨ ＡＰＰＲ．ＢＹ ＣＨＫＤ．ＢＹ ＤＲＡＷＮ　ＢＹ ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ

工事名称

A1：

A3：

Non

Non

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

建築工事特記仕様書（２）

６
　
コ
ン
ク
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ト
工
事

※ 〇　　　A、　　B（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3 以下）
・アルカリシリカ反応性による区分　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)

3.骨材

　　　標準仕様書 6.3.1(4)(a)による※

4.混和材料

〇

〇

5.打継ぎの位置、
　ひび割れ誘発
　目地、打継目地

　柱及び壁

〇※
〇

〇※

　梁及びスラブ
・打継の位置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.4)

・目地寸法　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

　　　（ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する）
〇
〇

・ひび割れ誘発目地の位置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.1)
〇
〇

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6.コンクリートの
　仕上り

A種
B種
C種

※
※
〇※

〇
〇
〇〇

図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、

・合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ　：　　　　　　　　　　 (6.2.5)(6.8.2)

・コンクリートの仕上がりの平坦さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　 (6.2.5)(6.8.2)

※
〇※
〇※

〇
〇
〇

〇
〇

図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、

a種
b種
c種

7.打増し厚さ
　（打放し
　　仕上げ部）

・打増し厚さ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.1)
　打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

　打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　外装タイル後張り面の打増し処理

　　　20㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　20㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇 〇

〇

〇

〇　　　10㎜、　　20mm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・打増し範囲　：
〇 〇　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8.型枠
・せき板の材料及び厚さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2)
　　　合板 G （　　12mm、　　　　 ）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇※
・断熱材を兼用した型枠　：

・MCR工法用シート　：
　使用箇所　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）〇

〇
　打増し厚さ　　20㎜、　（　　　　　　　　　）
　使用箇所　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

〇

〇

〇
・スリーブの材種、規格等　：

〇　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9.無筋
　コンクリート

・セメントの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)
　　　普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
　　　フライアッシュセメントA種
　　　高炉セメントB種 G
　　　フライアッシュセメントB種 G

　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※

※

〇
〇

〇

〇　　　18N/㎜2、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　打増し範囲　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）

・コンクリートの種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.1)(6.14.1)

・設計基準強度　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (6.14.1)

　　　標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による箇所　
　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
・適用箇所　：　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　 (6.14.1)

・スランプ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (6.14.1)

※

〇

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　スパンの中央又は端から1/4の付近、　　図示による

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

※
〇

　　　標準仕様書 6.3.1(4)(b)による
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・混和剤の種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)

・混和材の種類　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)
〇

　　　標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

※

※

〇　　　スラブ、壁梁又は基礎の上端、　　図示による

・実施要領　：
　(1)単位水量の測定は、150m3に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に
　　 実施する。
　(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。
　(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

　　　範囲にある場合はそのまま施工する。
　　2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3の範囲にある場合は、水量変動の

　　　打設する。その後、設計値±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、
　　　単位水量の測定を行う。

　　　原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の
　　　全運搬車の測定を行い設計値±20kg/m3以内であることを確認する。更に、設計値

10.コンクリートの
　 単位水量測定

　　4)「3)」の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。
　(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、
　　 コンクリート温度等)と写真により提出する。
　(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は

     する。

　　　原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは

　　1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m3の

　　　±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

　　3)設計値±20kg/m3を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の

　　 静電容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関と

○

○

○
○

○ ○
○ 〇
○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○
○ ○
○

○
○ ○

○

○ ○
○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○

〇 ○
〇 ○

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

○
○

○ ○
○ ○
○ ○

○

鉄鋼スラグ ○
○

○
○

○
○
○

○ ○

○
○

22 1.路床 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(22.2.2、3、5)(表22.2.1) 22 6.透水性舗装

舗
装
工
事

舗
装
工
事

・路床の材料　： ・塗装の構成　　　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
種別 材料 厚さ(mm) ・舗装の平たん性　：　　著しい不陸がないもの、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）※

A種、　　B種、　　C種、　　D種　 図示 ・材料　：　骨材　　　　道路用砕石
盛土

建設汚泥から再生した処理土 G 　　　　　　　　　　　　アスファルトコンクリート再生骨材 G
再生クラッシャラン G 、　　クラッシャラン 図示 　　　　　　　　　　　　（標準仕様書表22.4.1による種類　　60～80、　80～100）
切込み砂利 ・試験　：　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　行う、　 行わない

凍上抑制層
川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量6%以下） 　　　　　　砂の粒度試験　　　　　　　　　　　　　　行う、　 行わない

 区分 種類 部位 厚さ(mm)
川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量6%以下） 図示 ポーラスアスファルト 車路、駐車場 　50

フィルター層
開粒度アスファルト

・路床安定処理　：
　安定処理の方法　　　置き換え工法、　安定処理工法
　路床安定化処理用添加材料
　　　種類　　　普通ポルトランドセメント、　　高炉セメントB種 G
　　　　　　　　フライアッシュセメントB種 　　　　　　　
　　　　　　　　生石灰（　　特号、　　1号　）、　　消石灰（　　特号、　　1号）
　　　　　　　　固化剤（　　セメント系、　　石灰系）
　　　添加量　　（　　　kg/m3（目標CBR　　3以上、　　　　　　　　　　　　 ））
・路床置換処理　：
　　置換厚　　　　　　　　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
 　 置換材料の種類、品質　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
・不織布（ジオテキスタイル）　：
 　 単位面積質量　　　60g/m2以上　　　　　　　、　（　　　　　　　　　　　　）
    厚さ(mm)　　　　　0.5～1.0　　　　　　　　、　（　　　　　　　　　　　　）
    引張強さ　　　　　98N/5cm（10kgf/5cm）以上、　（　　　　　　　　　　　　）
    透水係数　　　　　1.5×10-1cm/sec以上　　 、　（　　　　　　　　　　　　）
・試験　：
  　路床土の支持力比（CBR）試験　　行う（　  　　　箇所）  、　　行わない 　
  　現場CBR試験　　　　　　　　　　行う（　　    　箇所）  、　　行わない 
  　安定処理土のCBR試験　　　　　　行う　　  　 　  　 　　、　　行わない 
 　 路床締固め度の試験　　　　　　 行う（　　　 　 箇所）　、　　行わない 
  　六価クロム溶出試験　　　　　　 行う　　  　 　  　 　　、　　行わない 

2.路盤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (22.3.2、3、5)(表 22.3.1)
・路盤の構成及び厚さ　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ※
・路盤材料の種類（標準仕様書表22.3.1による種別）　：

クラッシャラン
砕石

粒度調整砕石
再生クラッシャラン G

再生材
再生粒度調整砕石 G
クラッシャラン鉄鋼スラグ G
粒度調整鉄鋼スラグ G
水硬性粒度調整鉄鋼スラグ G

3.アスファルト 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.4.2～6)(表22.4.4)
　舗装 ・アスファルト舗装の構成及び厚さ　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）※

・舗装の平たん性　：　　通行の支障となる水たまりを生じない程度、　（　　　　　　　）※
・材料　：
　　アスファルト  　再生アスファルト G 
　　　　　　　　　　（標準仕様書表22.4.1による種類　　60～80、　　80～100）
　　　　　　　　　　ストレートアスファルト
　　骨材　　　　　　道路用砕石
　　　　　　　　　　アスファルトコンクリート再生骨材 G
・シールコートの乳剤　：　　PK-1、　　PK-2
・加熱アスファルト混合物等の種類（配合は標準仕様書表22.4.4による）　：
　　　密粒度アスファルト混合物(13)
　　　細粒度アスファルト混合物(13)
　　　密粒度アスファルト混合物(13F)
　　　粗粒度アスファルト混合物(20)

●

●

●

○○

●
●

　　着色部の下部　 　　　　アスファルト舗装、　コンクリート舗装
　　工法　　　　　　　　　 ニート工法、　　　　塗布工法
　　常温系カラー舗装
　　自然石　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　着色骨材  　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　石油樹脂系混合物（顔料添加量　　　%）　　
　　加熱系混合物結合材　　アスファルト混合物

※　　構成及び厚さ　　　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　加熱系カラー舗装
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　(22.6.2～4)5.カラー舗装

　　　　　　　　　構造　　図示による、　（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　間隔　（　　　　m程度ごと）
　　　　　　　　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　以下による

※　目地　　　　　　標準仕様書 表22.5.3及び図22.5.1による
  アスファルト乳剤　　　　　　　プライムコート(1.5L/m2)

※  注入目地材料　　　　　　　　　低弾性タイプ、　　高弾性タイプ
　早強ポルトランドセメント　　　使用する、　　　　使用しない 
　　　　　　　　　粗骨材の最大寸法(mm) （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

※　　　　　　　　　所定スランプ(cm)　　　　8、　（　 　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　設計基準強度(N/mm2)　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　コンクリートの種類　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　以下による

※　コンクリート　　普通コンクリートで標準仕様書表22.5.1による
・材料　：
・寒冷地の縁部立下り寸法等　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※・舗装の平たん性　：　　通行の支障となる水たまりを生じない程度、　（　　　　　　　）

 70、※図示、※歩行者用通路
コンクリート版

150、　　200図示、※車道、駐車場
厚さ(mm)構成部位舗装の種類

・コンクリート舗装の構成及び厚さ　：　舗装
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)4.コンクリート

　　アスファルト混合物等の抽出試験　　行う、　　行わない
・試験　：
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表層 透水性コンクリート 　70
車路、駐車場 　80

透水性インターロッキングブロック
歩行者通路 　60
車路、駐車場 　20

敷砂層 砂
歩行者通路 　30

川砂、海砂又は良質な山砂
フィルター層

（75μmふるい通過量6％以下）
アスファルト乳剤（プライムコート）の施工は行わない

・種類　：
　　　透水性アスファルト舗装 G 　：

〇 ○
〇

〇 ○

○ ○

　　　配合(標準仕様書表22.7.1)
　ふるい通過質量百分率（％）

ふるいの呼び名
車路・駐車場 歩行者用通路

　19　　mm 100 100
　13.2　mm  90　～　100  95　  ～　100
　 4.75 mm  11　～　 35  20　  ～　 36
　 2.36 mm  10　～　 20  12　  ～　 25
 300　 μm 　   －   5　  ～　 13
  75　 μm   3　～　  7   3　  ～　  6
アスファルト量(%)   4　～　  6   3.5　～　  5.5

　　　基準値(標準仕様書表22.7.2)
基準値

項目
車路・駐車場 歩行者用通路

最大粒径　(mm) 13
安定度  　(kN) 3.43以上 3.0以上
フロー値(1/100cm) － 20　～　40
空隙率　(％) 20程度 12以上
動的安定度(回/mm) 3,000以上 　　－
透水係数　(cm/s)  0.01以上

　　　不織布（ジオテキスタイル）
　　　　敷設位置　　　　　フィルター層と路床の間に敷設、　　図示※
　　　　舗装の平たん性　　著しい不陸がないもの※

　　　透水性コンクリート舗装　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (22.5.2～4,6)
　　　コンクリート舗装に対する基準値

項目 基準値
最大粒径　(mm) 　　　13
空隙率　　(％) 　　　20以上
透水係数　(cm/s) 　　　 0.01以上

版厚の20倍程度目地の間隔　
　　構成、厚さはコンクリート舗装による

  　　不織布（ジオテキスタイル）
　　　　敷設位置　　　　　フィルター層と路床の間に敷設、　　図示※
　　　透水性コンクリート平板舗装舗装　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (22.8.2、3)
　　　　透水性コンクリート平板舗装は、ブロック系舗装による
　　　透水性インターロッキングブロック舗装　　　　　　　　　　　　　　 　 (22.8.2、3)
  　　　透水性インターロッキングブロック舗装は、ブロック系舗装による

区分 種類 厚さ(mm)
表層 半たわみ性舗装用アスファルト混合物Ⅰ型(13) 40
基層 再生粗粒度アスファルト混合物(20) 40

・試験　：
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の抽出試験　　　行う、　　行わない
・材料　：
　浸透用セメントミルクの標準的な性状

項目 性状 試験方法
フロー値（Pロート）砂 10　  ～　14 舗装調査・試験法便覧（C041)
圧縮強度（7日養生）MPa  9.8　～　29.4 JIS R 5201
曲げ強度（7日養生）MPa  2.0以上 舗装調査・試験法便覧（C042)

・配合　：
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物の標準配合

ふるいの呼び名 ふるいの通過質量百分率（％）
 19  　 mm 100
 13.2　 mm  95　 ～　100
  4.75　mm  10　 ～　 35
  2.36　mm   5　 ～　 22
600    μm   4　 ～　 15
300    μm   3　 ～　 12
 75    μm   1　 ～　  6

アスファルト量（％）   3.0 ～　  4.5

　半たわみ性舗装用アスファルト混合物のマーシャル安定度試験に対する基準値
項目 基準値

密度  　　(g/cm3) 1.90以上
安定度　　(kN) 2.94以上
フロー値　(1/100cm) 20～40
空隙率（％） 20～28
突き固め回数　(回) 　50

・施工　：
　アスファルト混合物等の施工は、標準仕様書22.4.5による。
　浸透用セメントミルクの施工は、（1）から（5）による。
　　(1) 浸透用セメントミルクの製造は、一般に移動式ミキサによって行うが、工事規模が
　　　　大きい場合には専用の移動式や固定式の混合プラントを用いることもある。
　　(2) 浸透用セメントミルクの施工は、一般に舗装体表面の温度が50℃程度以下になって
　　　　から行う。その場合、舗装体にごみ、泥、水などが残っていないことを確認する。
　　　　浸透作業は、一般に振動ローラー等により行う。
　　(3) セメントミルクが舗装表面に残っていると、路面のすべり抵抗値を低下させることが
　　　　あるので、舗装表面の骨材の凹凸が現れる程度にセメントミルクをゴムレーキ等で
　　　　除去する。特にすべり止め対策を必要とするところは、硅砂の使用及び余剰セメント
　　　　ミルクのよりいっそうの除去等、材料や施工法等で対処するか、場合によっては
　　　　施工後ショットブラスト等で表面を粗くすることが必要である。
　　(4) 交通開放までの一般的な養生期間は、下記に示すとおりである。

セメントミルクの種類 養生期間
普通タイプ 約3日
早強タイプ 約1日
超速硬タイプ 約3時間

　　(5) 浸透用セメントミルクを注入する前に交通開放すると、骨材の剥奪や飛散、または
　　　　ごみ、泥等による汚れが生じることがあるので、基本的に注入前に交通解放は行わ
　　　　ないようにする。
　締固め度　　　　　　標準仕様書22.4.2(2)による
　舗装厚さの許容差　　標準仕様書22.4.2(3)による
　舗装の平たん性　　　通行の支障となる水たまりを生じない程度

　　　　　開粒度アスファルト混合物(13)
　　　　　ポーラスアスファルト舗装(13)、　　開粒度アスファルト混合物(13)、
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21 1.屋外雨水排水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

排
水
工
事

・排水管用材料　：
材種 管の種類 形状 呼び径  備考

遠心力鉄筋 B形管
外圧管（1種） ※ 図示、

コンクリート管
RF-VP G ※ 図示、

硬質ポリ塩化 RS-VU G ※ 図示、
ビニル管 VP G ※ 図示、

VU G ※ 図示、

・基床の厚さ及び種類　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　：　　接着剤、　 ゴム輪※
・側塊の形状及び寸法　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・排水桝、ふたの種類　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・砂地業に用いる材料（6.4.2(2)）  ：
　　　シルト、　　山砂、　　川砂、　　砕砂
・砂利地業に用いる材料（6.4.2(1)）  ：
　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利、　　切込砕石
・現場打ちの場合のコンクリート　：
　種類　　　　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　）※
　設計基準強度　　18N/mm2、 （　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　）※
　スランプ　　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
・現場打ちの場合の鉄筋　：
　種類の記号　　　SD295A、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
・排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物　：
　材料　　　　　　標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)による
　　　　　　　　　（材質　　ステンレス製、　　銅製、　　合成樹脂被覆加工されたもの）
　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・凍上抑制層の厚さ　　　　：　　図示、　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・凍上抑制層に用いる材料　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（砂を用いる場合の砂の粒度試験　　行う、　　行わない） 

2.鋳鉄製ふた 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(21.2.1)
・鋳鉄製マンホールふた　：

　種類 適用荷重 鍵 備考
水封形 左記以外の品質等は（公社）
簡易密閉形（パッキン式） T-2 用 空気調和衛生工学会

有り
密閉形（テーパ・パッキン式） T-6 用 SHASE-S209による

無し
中ふた付き密閉形 T-20用
（テーパ・パッキン式）
RS-VU G

3.グレーチング 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(21.2.1)
・鋼製　：

メインバー 亜鉛めっき 
形式 用途 適用荷重 上面形状

　ピッチ  (付着量) 
受枠付き、 溝ふた（横断用） 歩行用 細目 凹凸形
ボルト固定 溝ふた（側溝用）

桝ふた用 T- 2用
U 字溝用 T- 6用 普通目 平形

T-14用 細目

・ステンレス製　：
メインバー 亜鉛めっき 

形式 用途 適用荷重 上面形状
　ピッチ  (付着量) 

歩行用 凹凸形
受枠付き、 ― ―

溝ふた（横断用）
ボルト固定 

溝ふた（側溝用） T- 2用
桝ふた用 T- 6用 平形

― ―
U 字溝用 T-14用

T-20用

　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

4.街きょ、縁石、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (21.3.1、2)(表21.3.1)
　側溝 ・街きょ、縁石、側溝　：

種類 形状、寸法
縁石 ※ 図示、
L 形側溝 ※ 図示、
U 形側溝 ※ 図示、
U 形側溝ふた ※ 図示、

※ 図示、

・砂地業の材料  ：
　　　シルト、　　山砂、　　川砂、　　砕砂
・砂利地業に用いる材料  ：
　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利、　　切込砕石
・砂利地業の厚さ　：
　　　100（mm）、　　図示 ※
・現場打ちの場合のコンクリート　：
　種類　　　　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　）※
　設計基準強度　　18N/mm2、 （　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　）※
　スランプ　　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
・現場打ちの場合の鉄筋　：
　種類の記号　　　SD295A、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）※
・凍上抑制層の厚さ　　　　：　　図示、　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・凍上抑制層に用いる材料　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（砂を用いる場合の砂の粒度試験　　行う、　　行わない） 

5.埋戻し土 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(21.2.1)
・埋戻し土　：　　B種、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）※
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●
・　図示による●

・　図示による

1.グラウンド施設

2.グラウンド施設

（鉄棒･各種遊具等）

（その他）

　製造所　　(株)ルイ高　　同等品以上

　製造所　　(株)中村製作所　　同等品以上

　製造所　　長谷川体育施設(株)　　同等品以上

3.防球ネット

002Ｔ
一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

○

○
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一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

株式会社　教　育　施　設　研　究　所

東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＯＦＦＩＣＥ　ＢＲＡＮＣＨ ＡＰＰＲ．ＢＹ ＣＨＫＤ．ＢＹ ＤＲＡＷＮ　ＢＹ ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ

工事名称

A1：

A3：

Non

Non

　　　　100 万円以上の全ての工事について建設資材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず

○
○ 最終処分場

中間処理場

○
○ 中間処理場

最終処分場

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 章項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

1.共通事項
　1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生資源利用計画書」及び
　　「再生資源利用促進計画書」を建設副産物情報交換システム（COBRIS）により作成し、施工計画書に含め、

　　また、計画の実施状況（実績）については、「再生資源利用実施書」、「再生資源利用促進実施書」及び

　　　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源利用実施書」、
　　　　「再生資源利用促進実施書」及び「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」は最終請負金額が

　　　　作成する。

　2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基き、建設副産物の処理に先立ち「建設副産物処理承認
　　申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を１部提出すること。なお、建設廃棄物の処理を委託
　　する場合は、収集運搬又は処分について許可業者と各々建設廃棄物処理契約書を締結し、「建設廃棄物処理
　　委託契約書」を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　　処理費等を証明する資料（受入伝票、写真等）を監督職員に提出し確認を受けること。
　　建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、1部提出するととともに、実際に要した

　3)建設廃棄物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式による場合は、原則として

　　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき指定された
　　情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を収録した電子媒体又は建設廃棄物の引渡し時、
　　運搬終了時及び処分終了時に登録される情報を印刷したもの（受渡確認票等）を提出すること。

別
記
１
　
建
設
副
産
物
の
処
理

特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　・作成対象工事

　　　指定(A)(工事間流用)の場合

　　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。

○
　　　本工事により発生する建設発生土のうち、下記に示す建設発生土については、工事間流用を図るものとし、
　　　下記指定地に搬出すること。

　　　指定(A)(その他)の場合

　　　なお、詳細については監督職員の指示によること。
　　　指定(B)の場合

搬出先（相手先工事名、場所等） 　　　　　　　　　　　　　　　　工事（　　　　市　　　　　町地先）
土質及び処理量 第　　種建設発生土　　　　　m3

搬出時期 　　　　年　　月　～　　　　年　　月

○

○

　　　建設発生土(　　　　　m3)は、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）地先に搬出するものとする。

　　　建設発生土(　　　　　m3)は、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）地先に搬出するものとする。

　1)　上記、指定(A)及び指定(B)については、「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」による。
　2)　建設発生土を搬出又は搬入する場合は「建設発生土管理基準」に基づき「建設発生土の管理調書」を
　　　作成・保管する。
3)　建設発生土に係る留意事項
　　・利用先の確保

　　・中間処理施設の選定
　　　システム」を積極的に活用し、利用先の確保に努める。
　　　他の工事現場での利用を促進するため、ストックヤード、土質改良プラント及び「建設発生土情報交換

　　　中間処理施設の選定に当たっては、利用先の品質要件にあう発生処理土を確保するため、他の残土と

　　　判断する必要がある。
　　　混ざらないようにいかに再生処理できるかが大きな要素となる。このため、経済性を含めて、総合的に

　　　処理業者を活用して、50km範囲で検索する。
　　・品質・安全性の確保
　　　処理土の品質・安全性を確認するため、土質試験、土壌分析試験などを行う。
　　・一時保管
　　　利用先との工程調整のため一時保管する場合には廃棄物処理法等の手続きが必要となるので注意する。

路盤廃材
郡市
 町

数量

t

片道運搬距離 処分方法
中間処理場
最終処分場

備考

 km
○

処分方法

○
○郡市

 km
中間処理場
最終処分場

備考片道運搬距離数量

中間処理場
最終処分場
中間処理場
最終処分場

 km

 km

中間処理場
最終処分場

 km

中間処理場
最終処分場

 km

郡市

郡市

郡市

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

○
○

○
中間処理場
最終処分場

 km
郡市

○
○

○
中間処理場
最終処分場

 km
郡市

　4)以下の項目の数量については、積算のための参考数量を示す。

2.建設発生土

3.路盤廃材

○
○

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

○
○

○
中間処理場
最終処分場

 km
郡市

○
○

○
中間処理場
最終処分場

 km
郡市

○
中間処理場
最終処分場

 km
郡市

○  km
郡市

○  km
郡市

コンクリート塊

アスファルト塊

（無筋）
コンクリート塊
（有筋）

○

○
○

○
中間処理場
最終処分場

 km
郡市

 t

 t

 t

 m3

 m3

 m3

 m3

 m3

 m3

 m3

 m3

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

○
○※

　　各1 部提出すること。

　　「建設副産物情報交換システム登録証明書」を同システムにより作成し、各 1部提出するとともに、　
　　これらの記録を工事完成後 1年間保存しておくこと。

　　複写式伝票の D票及び E票の写しを提出すること。

○※

※○

　　　また、リサイクル原則化ルールに基づき、「建設副産物情報交換システム -COBRIS- 」(JACIC)の登録

4.建設廃棄物等
搬出先

搬出先

 町地先

郡市
 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

その他がれき類

廃石膏ボード

混合廃棄物

建設汚泥

カッター汚泥

なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

○  km ○スクラップ控除 有価物処理 t ※

工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

廃プラスチック

金属くず

その他くず類

○

○

○

○

建築工事特記仕様書（３）
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●

●

●

●

●

●

●

●

○
○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.1.3)1.植栽地の確認等

2.植栽基盤の整備 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.2.2、4)

・土壌の水素イオン濃度（pH）試験　：　　行う、　　行わない 
・電気伝導度（EC）の試験　　　 　 ：　　行う、　　行わない 

○
○

植栽 土壌改良材有効土層の厚さ(cm) 整備範囲 
樹高12ｍ以上

樹高7ｍ以上～12ｍ未満 

樹高3ｍ以上～7ｍ未満 

樹高3ｍ未満 

（　 100、　 120、　 150）

（　  80、　 100） 

（　　60、　  80）

（　　50、　  60）

工法

D種

B種
C種

A種

適用しない

適用する

B種 20
適用する
適用しない

植栽部分
図示

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○○

・土壌改良材　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.2.3)

○
○
○

○

○ 葉張り部分
植栽部分
図示

※

※

※

※

※

※
※

　　樹木の植栽基盤の整備

樹木※

芝、地被類※

　　植栽基盤の排水設備　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　）○ ○※

　　　パーク堆肥 G

　　　材料
　　　　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合
　　　　する原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする 

　　　　　施工箇所　　植栽範囲、　　図示 　　 
　　　　　使用量　　　植栽基盤面積1㎡あたり（　　50L、　　　　　） 

○ ○
○ ○

　　　　　施工箇所　　植栽範囲、　　図示 　　 ○ ○
○ ○　　　　　使用量　　　植栽基盤面積1㎡あたり（　　10L、　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.3.2)
○・樹種、寸法、株立数等　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.3.2、3)
・支柱材　　　　：　　丸太（間伐材）G 、　　真竹、　（　　　　　　　　　　　　　）
・防腐処理方法　：　　加圧式防腐処理丸太材、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
・形式　　　　　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○ ○
○

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.3.2)
○・材料　：　　幹巻き用テープ、　　わら及びこも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (23.4.2、3)
・種類　　　　　：　　コウライシバ、　　ノシバ、　（　　　　　　　　　　　　　　）
・芝張りの工法　：　平地　　目地張り、　　べた張り 　

○

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　    (23.4.2)

3.樹木

4.支柱

5.幹巻き用材料

6.芝

7.吹付けは種○

洋芝類（採取後2年以内）
種子の種類 発芽率

発芽率80%以上
種子の量(g/㎡)

○ ○
○

8.地被類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.4.2)

コンテナ径
単位面積当たりの
コンテナ数

芽立数

備考

樹種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 (23.3.4、6)(23.4.7)
・新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間　：

・移植樹木の枯損処置を行う期間　：
○

○

○

○

9.新植、芝等の

　移植樹木の

10.屋上緑化 G
・植栽基盤及び材料　：

　　　土壌層の厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　　　）
　　　排水層　　　　　　軽量骨材（層の厚さ：　          ）、　　板状成型品
　　　植込み用土 　　   改良土、　　人工軽量土

○

○
○

　　　樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　　図示、 （　　　　　　）

　　　屋上緑化軽量システム
○
○ ○

　　　樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　　図示、 （　　　　　　）

・工法　:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(23.5.4)
○ ○　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　　1、　1.15、  1.3）倍の風圧力に対応した工法

○
○

○
○

○
○

　支柱　　　　　設置する（形式　　 図示、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　かん水装置　　設置する（種類　　 図示、　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

      汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）G

　　　　　　　　　　法面　　べた張り、　　目地張り

　枯補償、

　枯損処置

※

※

※

※
※

※

※
※
※

※ ※

※

※

※
※

　　　引渡しの日から 1年、　　無し、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　引渡しの日から 1年、　　無し、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.5.2～4)

　　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　　図示、 （　　　　　　）

　　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　　図示、 （　　　　　　）

　　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

　　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

・植込み用土　：　　現場発生土の良質土、　　客土　　　　　　　　　　　　　　 (23.2.3)

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

○

● 図示 ● 図示 ● 図示 ● 図示

●
●

・ 参考型番／製造所・商品名

　　　屋上緑化システム  

○

○
○

○
○○※

○

○
○※
※

○

○

○22
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8.弾性舗装

9.ブロック系舗装○

・弾性舗装（歩行者用通路）の構成及び厚さ　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　）
区分
表層
基層

種類

再生密粒度アスファルト混合物(13)
弾性塗装材

厚さ(mm)
15～20
　30

○ ○※

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.8.2、3)

曲げ強度
(N/ｍ㎡)

横断面
 勾配

2% 5.0以上

備考

3.0以上
表面加工

表面加工

1.5
～2%

　　構成および厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　）○※
種類

普通平板(N)○
○
○
○

○

　　　　　　　　　　　　　段差は3mm以内とする
　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○

○

※

○※
○※

　　インターロッキングブロック舗装 G

　　コンクリート平板舗装 G

　　構成および厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　）

駐車場

普通ブロック(N)
透水性ブロック(P)
保水性ブロック(M)

種類

車路、

部位
厚さ
(mm)

80
図示

形状寸法

歩行者用
通路

○
○

○ ○
○

普通ブロック(N)
透水性ブロック(P)
保水性ブロック(M)

○
○

○
60

図示○
○

※

※

○ ○※
○

○※

寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材

モルタル
砂60300角

備考
表面加工
　研ぎ出し
　洗い出し
　たたき出し

○
○ ○ ○

○
○
○

○○※ ※

○

透水性平板(P)
保水性平板(M)

　　透水性平板    　　　　透水性コンクリート G
　　普通平板　　 　　　　 再生材料を用いた舗装用ブロック G
　　クッション材　　　　　砂、　　空練りモルタル○

　　透水性ブロック                       　透水性コンクリート G
○
○
※
※

　　歩行者用通路に使用する普通ブロック　　 再生材料を用いた舗装用ブロック G

　　仕上り面の平たん性　　歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の

　　　敷設位置　　　　　図示、　（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　敷砂層と路盤の間に敷設、　　フィルター層と路床の間に敷設

○
○
○
○
○
○

　　　引張強さ　　　　　98N/5cm(10kgf/5cm)以上 、　（　　　　　　　　　　）

　　　単位面積質量　　　60g/㎡以上　　　　　　 、　（　　　　　　　　　　）
　　　厚さ(mm)　　　　　0.5～1.0　　　　　　 　、　（　　　　　　　　　　）

○
○
○
○
○

※

　　　　　　　　　　　　　段差は3mm以内とする
　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○※

区分

フィルター層

車路、駐車場
歩行者用通路

部位

敷砂層

100

 30
 20

砂

種類

川砂、海砂又は良質な山砂

厚さ(mm)
○
○

（75μmふるい通過量6%以下）

○

　　不織布（ジオテキスタイル）

　　仕上り面の平たん性　　走行、歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の

　　　透水係数　　　　　1.5×10-1cm/sec以上 　 、　（　　　　　　　　　　）

○ ○

　　舗石舗装（歩行者用通路）
○○※　　構成および厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　）

○
○

花崗岩

種類

割石・図示

形状・　

○
○

寸法(mm)
厚さ
(mm) 厚さ(mm)

基盤の

アスファルト混合物
コンクリート版○

○
○
○

○
○

基層

うろこ張り○
○

施工方法

70、
50、

　　クッション材　　 　　 砂、　　空練りモルタル
○

○

※
○※○ ○

　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○

10.砂利敷き 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22.9.2)

○ ○
○

○ ○　　　A種（施工範囲　　図示、　通路、　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○○

11.路面標示用塗料

・種別　：

3種1号
1種 G
2種 G

液状

粉体状 白

種類 施工 適用 色
塗布厚さ
(mm)

幅
(mm)
150
100

1.0

備考

○
○

○ ○
○

○
溶融
常温
加熱

※

　JIS K 5665（路面標示用塗料）による

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 G

　　　B種（施工範囲　　図示、　建物周囲他、　　　　　　　　　　　　　　　）○

　　　　　　　　　　　　　3mm以内
　　仕上り面の平たん性　　歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は

●

● ● ● ●

○

● 12.グラウンド舗装

　・ 表層／岩瀬関東真砂土（5ｍｍ目ふるい以下）70％＋不溶性土壌改良材30％

・クレイ系舗装　　　　製造所　　長谷川体育施設(株)　（ＡＱクレイ　同等品以上）

Ｔ
一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅
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大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）
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大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

工事範囲

記　号 内　容

凡　例

シートゲート　W6.0ｍ＊H4.5ｍ

鉄板敷き（5ft×20ft　厚22）<適宜 盛替え>

仮囲い　ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　Ｈ＝1.8ｍ＋防音シート

工事車両動線

給食車両動線

【仮囲い】防音シート
仮囲い　成形鋼板　Ｈ＝3.0ｍ

　　　　＋防音シート　Ｈ＝4.0ｍ

【仮囲い】Ｂ型＋防音シート

学校避難動線

■特記事項

※毎年2月上旬～5月下旬は、市内陸上大会のための練習スペース（直線走路60m＋予備10m）を確保すること。

※毎年5月上旬～11月下旬は、吹奏楽部によるマーチングの練習スペース（30m四方）を確保すること。

※小学校敷地内の運動スペースについて、どの時期においても可能な限り広く確保できるよう努めること。

児童動線 Ｗ=2500（樹脂製敷板 4×8尺　厚13）

計画数量

箇所１

枚

人

ｍ

ｍ

１３１

７２

枚２５

2026年6月～7月

工事用ゲート

工事車両動線

交通誘導員(状況により適宜 移動および増員） １

騒音・振動計 設置

(外部表示器一体型)

３９８

陸町会

防災倉庫新通用門

新屋内運動場改築工事及び既存屋内運動場解体工事と並行して

※工事期間を通して、敷地西側からの登下校スペースを常時確保すること。

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

新通用門及びアプローチ部分の整備を行うこと。

10
,4

50

騒音・振動計 設置

(外部表示器一体型)



【仮囲い】Ａ型 仮囲い　Ａ型バリケード ｍ１４３

鉄板敷き（5ft×20ft　厚22）<適宜 盛替え> 枚３３
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ﾌﾟﾗﾀﾅｽの木 ゴミ庫

K8 K9

菜園

菜園

12,030

Ｋ ７ ２

Ａ Ｂ Ｈ １

Ｋ ６ ９

Ｋ ６ ８

Ｋ ５ヤード

サービス

駐車場2

No19

駐車場1

学 校 用

防災倉庫 地域ゴミ②

地域ゴミ①

【
仮
囲
い
】
Ｂ
型
＋
防
音
シ
ー
ト

給食車両動線

学校避難動線

【
仮
囲
い
】
防
音
シ
ー
ト

【
仮
囲
い
】
防
音
シ
ー
ト

【
仮
囲
い
】
防
音
シ
ー
ト

【
仮

囲
い

】
Ａ

型

【仮囲い】Ａ型
【
仮
囲
い
】
Ａ
型

【仮囲い】防音シート

運動スペース(竣工引渡し) （グラウンド整備(東)）

キャスター 【仮囲い】

工事車両動線

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

工事範囲

記　号 内　容

凡　例

工事車両動線

給食車両動線

学校避難動線

仮囲い　ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　Ｈ＝1.8ｍ＋防音シート

【仮囲い】防音シート
仮囲い　成形鋼板　Ｈ＝3.0ｍ

　　　　＋防音シート　Ｈ＝4.0ｍ

【仮囲い】Ｂ型＋防音シート

キャスターゲート　W6.0ｍ＊H1.8ｍ
キャスター

計画数量

箇所１

人

ｍ

ｍ１５４

４８.4

登下校スペース

児童動線

2026年7月～8月（夏休み中）

工事用ゲート

交通誘導員(状況により適宜 移動および増員） １

■特記事項

※毎年2月上旬～5月下旬は、市内陸上大会のための練習スペース（直線走路60m＋予備10m）を確保すること。

※毎年5月上旬～11月下旬は、吹奏楽部によるマーチングの練習スペース（30m四方）を確保すること。

※小学校敷地内の運動スペースについて、どの時期においても可能な限り広く確保できるよう努めること。

※工事期間を通して、敷地西側からの登下校スペースを常時確保すること。

防災倉庫

陸町会

新通用門

10
,4

50

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

騒音・振動計 設置

(外部表示器一体型)

騒音・振動計 設置

(外部表示器一体型)
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1:400

1:800

工事名称

KK

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

工事範囲

記　号 内　容

凡　例

工事車両動線

給食車両動線

学校避難動線

仮囲い　ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　Ｈ＝1.8ｍ＋防音シート

【仮囲い】防音シート
仮囲い　成形鋼板　Ｈ＝3.0ｍ

　　　　＋防音シート　Ｈ＝4.0ｍ

【仮囲い】Ｂ型＋防音シート

キャスターゲート　W6.0ｍ＊H1.8ｍ
キャスター

計画数量

箇所１

人

ｍ

ｍ

児童動線

003仮設計画図（3）＜参考図＞

2026年9月～完工

第５工区アスファルト舗装～工事完了

交通誘導員(状況により適宜 移動および増員） １

Ｎ
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駐
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K8 K9

菜園

菜園
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Ｋ ７ ２

Ａ Ｂ Ｈ １

Ｋ ６ ９

Ｋ ６ ８

Ｋ ５ヤード

サービス

駐車場2

No19

駐車場1

学 校 用

防災倉庫 地域ゴミ②

地域ゴミ①

給食車両動線

学校避難動線

【
仮
囲
い
】
防
音
シ
ー
ト

防災倉庫

陸町会

10
,4

50

【
仮
囲
い
】
Ｂ
型
＋
防
音
シ
ー
ト

【
仮
囲
い
】
Ｂ
型
＋
防
音
シ
ー
ト

【仮囲い】

キャスター

工事車両動線

工事用ゲート

５９

６０

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

グラウンド（竣工引き渡し）

騒音・振動計 設置

(外部表示器一体型)

騒音・振動計 設置

(外部表示器一体型)
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A1：

A3：

工事名称

1:200

1:400一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

西側道路(車道・歩道)整備時

記　号 内　容 計画数量

交通誘導員(状況により適宜 移動）

カラーコーン＋コーンバー ｍ

※1）道路法24条申請による所轄警察署との協議内容とおりに実施すること。

※2）工事予告板、警戒標識、規制標識、工事標識板、案内板等を設置して安全を図ること。

凡　例 ＜車道および歩道整備＞

学 童 注 意

S1

0.519S2

S3 10.096

S4 10.702

4.004S5

S6

18.822

1.420
4.024S7 S8 11.935S9 3.856
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0

24.479
9.098
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S25

S24
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0.181 10.262

S220.691

10.703

0.202

S21 4.001 S20

18.897 後退線
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退

線

S17 3.868 S16 24.478

S150.179

Ｋ４５
Ｋ４５－４

Ｋ５２

Ｋ５１
Ｃ２９

Ｃ２２－２
Ｃ２３－１

Ｋ
１
２４

Ｋ５７ Ｋ５６
Ｋ
６
０

Ｋ
１
２
５

Ｋ６
０
－
２

習志野市道07-099号

Ｃ
７

－
１

０
０

号
線

習
志

野
市

道

市道07-099号線

防
災

倉
庫

陸
町

会

1
.5
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学 童
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車両は片側交互通行

歩行者通路

Ｃ２２－１

７５．６

常時５人

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

004仮設計画図（4）＜参考図＞

※3）舗装は即日復旧すること。

※4）歩道及び車道の本復旧時において、本工事施工範囲内は継ぎ目が生じないよう舗装を仕上げること。

KK
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A1：

A3：

工事名称

大型車両出入り時

Ｎ

記　号 内　容

※1）道路法24条申請による所轄警察署との協議内容とおりに実施すること。

※2）工事予告板、警戒標識、規制標識、工事標識板、案内板等を設置して安全を図ること。

計画数量

常時３人

ヶ所３Ａ型バリケード（一般通行車両の停止位置･適宜移動）

一般通行車両　停止位置

（工事車両の入退場が完了するまで固定）

大型工事車両の通行経路

凡　例 ＜大型車両　出入り時＞

1:200

1:400

※敷地前面道路を大型車両が通行する際には、

　一般車両とのすれ違いが生じない様にすること。

交通誘導員(状況により適宜 移動）

一級建築士大臣登録　第３１６７１０号　宮本弘毅

一級建築士大臣登録　第３６３００４号　木戸直規

一級建築士大臣登録　第１７３４１２号　髙松敏彦

広　域　図広　域　図

KK

KT
5

KT
25

広
場

倉
庫

ﾋﾞ
ｵﾄ
ｰﾌ
ﾟ

ﾌﾟ
ﾗﾀ
ﾅｽ
の
木

ゴ
ミ
庫

交通誘導員

（大型車両に随伴）

一般通行車両　停止位置

（工事車両の入退場が完了するまで固定）

大久保小学校屋内運動場改築他工事（建築工事）

【大久保小学校外構整備工事】

仮設計画図（5）＜参考図＞ 005

※3）舗装は即日復旧すること。
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